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平成 17 年 3 月 17 日 

 

平成１７年３月１５日午前３時５１分、定期点検中の２号機（沸騰水型、定格電気出力８４万ｋＷ）ター

ビン建屋１階（放射線管理区域内）において、火災報知器が作動しました。 

直ちに現場の確認を行い、火災ではないことを確認しました。  （３月１５日お知らせ済み） 

 

現場調査の結果、以下のことが分かりました。 

①火災報知器作動の際、現場を確認したところ、火災報知器を作動させた感知器の真下にある廃

液収集用の升（ファンネル（a））から湯気が出ており、ファンネル（a）の上部にある配管に水滴が付

いていた。 

②火災報知器が作動する前に、別の部屋（補助ボイラ室：放射線管理区域外）において補助ボイラ

（※１）を起動した。この際に、補助ボイラに温水を供給するためのポンプ（補助ボイラ給水ポンプ）

の駆動軸まわりから温水（約５０℃の放射能を含まない水）が通常より多く漏れ、ポンプの下にある

ファンネル（b）に流入していた。 

③湯気が出ていたファンネルの排水管には封水（※２）がなかった。 
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http://www.chuden.co.jp/torikumi/atom/hamaoka/joukyo/detail/143/data/unten170315.pdf
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これらの結果から、火災報知器が作動した原因は、以下によるものと推定されます。 

○補助ボイラ給水ポンプ駆動軸部のパッキンの劣化により漏れた温水が、ポンプの下部にあるファ

ンネル（b）に流れ込んだ後に排水管をつたわり、自然乾燥により封水がなくなっていたファンネル

（a）より湯気が立ち上がった。 

○この湯気により部屋の湿度が上昇し、ファンネル（a）の真上付近の天井に設置されている感知器

（煙感知型）の中で結露が生じ、火災報知器が作動した。 

 

対策として、ファンネル（a）に水を注いで封水するとともに、温水が漏れた補助ボイラ給水ポンプ駆

動軸部のパッキンの取替を行うこととしました。また、当該感知器の取替を行いました。 

なお、今回の事象による外部への放射能の影響はありません。 

 

 ※１補助ボイラ：空調用等に必要な蒸気（放射能は含まれていない蒸気）を供給する装置 

 ※２封水： 排水管を通して空気が他の部屋と循環しないようにファンネルにためている水 

 

以上 
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